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「
一可
ろ
」
わ
ム
〃
」
名
付
け
親
は

ば

ん
憧
躙

十上
ヱ
Ｊ
さ
ん
（長
畑
）

広報紙名募集には多数の応募ありがと

うございました。総務部会で選考の結果、

塙王子さん (長畑)の「すこやか」に決
定しました。塙さんは、「すこやか」を選

んだ理由について、「中学生の子どもを持

つ親として、すべての子どもが心も体も

すこやかに成長してほしいと願って決め

ました。それに『すこやか』という言葉

は、やさしく、やゎらかい響きがあって、

親しみが持てると思います。我が家では、

親子で話をする機会が割とあるほうだと

思っていますが、この『すこやか』が親

子の会話のきっかけになってくれれば、

うれしいですね」と話していました。

なお、応募者の中には、ご家族全員で

応募していただいた方もいました。若久

町の君島さんご一家で、潔さん、与穂子

さんご大妻に、お子さんの雅美さんと桂

子さん。みんなで話し合いながら、それ

ぞれ好きなタイトルを決めたそうです。

ありがとうございました。

苅
田
町
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年

の
健
全
な
育
成
を
と

「青
少
年
教
育
相

談
室
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

●
相
談
日

電
話
相
談
　
毎
週
水

。
本
曜
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

面
接
相
談
　
毎
月
第
二
・
四
金
曜
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

三
原
文
化
会
館

※
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。

勉
強
や
進
路
、
友
達
、
家
庭
や
親
子

関
係
、
子
ど
も
の
変
化
、
し
つ
け
な
ど

の
問
題
解
決
へ
の
手
だ
す
け
の
た
め
に
、

ま
ず
は
、
気
軽
に
ダ
イ
ア
ル
し
て
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

悩んでいないで
相 談 を
質,093-436-1152

イ イ コ ニ

生
徒
指
導
研
修
部
書
を
新
設

町
民
会
議
第
二
回
総
会

二
月
二
〇
日
午
後
六
時
三
〇
分
よ
り
、

三
原
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
苅

田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
第
二
回

総
会
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、　
一
〇
〇
名
以
上
の
会
員
の

皆
さ
ん
の
参
集
で
、
大
変
熱
気
あ
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
沖
勝
治
会
長
、
来
賓
の

皆
さ
ま
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
宮
川
議

長

（体
育
協
会
）
の
も
と
、
六
つ
の
議

案
に
つ
い
て
熱

っ
ぼ
く
論
議
さ
れ
ま
し

た
。今
回
の
総
会
で
の
最
大
の
変
更
点
は
、

今
ま
で
の
総
務
部
会
、
健
全
育
成
部
会
、

補
導
環
境
部
会
、
家
庭
部
会
の
四
つ
の

部
会
に
加
え
、
新
た
に
生
徒
指
導
研
修

部
会
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
部
会

長
の
森
工
美
さ
ん

（苅
田
中
学
校
）
を

中
心
に
部
会
員

一
同
意
欲
的
に
活
動
を

展
開
し
て
行
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
常
に
初
心
を
忘
れ
ず
、

ま
た
、
さ
ら
な
る
青
少
年
健
全
育
成
の

意
識
高
場
を
願
い
、
井
上
副
会
長

（少

年
補
導
員
）
が
苅
田
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
設
立
宣
言
を
高
ら
か
に
読
み
上
げ

全
員
の
拍
手
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

広
報
紙
名

「す
こ
や
か
」
に

総
務
部
会

町
民
会
議
が
結
成
さ
れ
て
約

一
年
。

こ
の
間
、
四
つ
の
部
会
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
青
少
年
の
す
こ
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
部
会
ご
と
の
活
動
状
況
と

平
成
二
年
度
の
活
動
計
画
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

設
立
初
年
度
で
あ
り
、
ま
ず
町
民
会

議
の
趣
旨
や
活
動
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
ま
し
た
。

★
う
ち
わ
の
作
成
、
配
布

町
主
催
の
盆
踊
り
大
会
で
、
町
民
憲

章
推
進
協
議
会
と
合
同
で
う
ち
わ

一
万

本
を
作
成
し
、
参
加
者
に
配
布
し
て
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

★
広
報
紙
の
発
行

・
紙
名
決
定

十

一
月
十
日
に
、
広
報
紙
第

一
号
と

し
て

「町
民
会
議
だ
よ
り
」
を
発
行
し

ま
し
た
。
し
か
し
、

「町
民
会
議
だ
よ

り
」
で
は
親
し
み
に
欠
け
る
と
い
う
こ

と
で
、
紙
上
で
紙
名
を
公
募
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
多
数
の
応
募
の
中
か
ら

部
会
で
選
考
し
た
結
果
、
「す
こ
や
か
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

☆
腕
章
の
作
成

町
民
会
議
の
す
べ
て
の
活
動
時
に
着

用
す
る
よ
う
、
二
百
枚
を
作
成
し
、
会

員
に
配
布
し
ま
し
た
。

☆
オ
ア
シ
ス
運
動
推
進
看
板
の
作
成

オ
ア
シ
ス
運
動
推
進
の
た
め
、
六
校

区
の
う
ち
苅
田
校
区

（神
田
公
園
内
）

と
与
原
校
区

（西
工
大
横
）
に
看
板
を

設
置
し
ま
し
た
。

二
年
度
活
動
計
画

☆

「す
こ
や
か
し
の
発
行
（三
日
程
度
）

☆
強
調
月
間
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行

☆
オ
ア
シ
ス
運
動
推
進
看
板
の
作
成

▲100人以上が参加した第2回総会

◇

　

◇

　

◇

健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー

県
下

一
の
成
績

健
全
育
成
部
会

☆
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

健
全
育
成
部
会
で
は
元
年
度
事
業
と

し
て
、
福
岡
県
子
ど
も
会
連
合
会
主
催

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
の
ポ
ス

タ
ー
作
品
募
集
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

各
小

・
中
学
校
、
子
ど
も
会
を
通
し
、

画
用
紙
を
配
布
し
、
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

を
し
た
と
こ
ろ
、
約
六
百
点
も
の
応
募

が
あ
り
、
ま
た
そ
の
後
の
県
レ
ベ
ル
の

選
考
で
は
、
な
ん
と
十
三
名
が
入
選
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
下

一
の
入
選
者

数
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
苅
田
町
の
学

校
、
子
ど
も
会
の
青
少
年
健
全
育
成
に

対
す
る
前
向
き
の
姿
勢
と
、
す
こ
や
か

オアシス運動 とは

困 ハヨウゴザイマス

ロ リガトウゴザイマス

ロ ツレインマンタ

因 ミマセンデシタ
あいさつは、人とのふれあいのスタートです。

看板の絵にありますように、おじいちゃん、おば

あちゃん、おとうさん、おかあさん、そしてこど

もたち、みんなで実践しましょう。

苅
田
っ
こ
の
表
現
能
力
の
豊
か
さ
に
感

心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
桜
満
開
の
四
月

一
日
に
は
，

家
族
の
方
も
い
っ
し
ょ
に
、
か
ん
だ
号

で
篠
栗
の
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
に

表
彰
式
に
出
か
け
、
ち
ょ
っ
び
り
緊
張

し
た
雰
囲
気
と
春
の
や
わ
ら
か
い
日
差

し
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
入
選
者
の
方
は
次
の
方
々

で
す
。
（学
年
は
昨
年
度
）

教
育
委
員
会
賞
　
池
田
大

一
（苅
田

小
四
年
）
　

県
子
連
会
長
賞
　
松
下
菜

名
美

（片
島
小

一
年
）
　

金
賞
　
林
圭

子

（新
津
中
二
年
）
　

銀
賞
　
矢
野
賢

作

（苅
田
小
四
年
）
　

銅
賞
　
佐
野
啓

介

（与
原
小
二
年
）
広
本
れ
な

（片
島

小

一
年
）
田
中
し
ほ

（馬
場
小
六
年
）

佳
作
　
佐
保
井
幸
子
（苅
田
小
四
年
）

杉
村
聖
香

（苅
田
中
二
年
）
千
々
和
美

穂

（苅
田
小
四
年
）
松
蔭
み
は

（片
島

小
三
年
）
宮
原
奈
々

（南
原
小

一
年
）

つ
る
た
だ
い
す
け

（苅
田
小

一
年
）

★

「凧
上
げ
大
会
」
へ
向
け
視
察
研
修

二
年
度
に

「親
子
凧
上
げ
大
会
」
を

計
画
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、　
一
月

二
十

一
日
、
中
間
市
凧
上
げ
大
会
を
視

察
し
ま
し
た
。
千
五
百
名
の
参
加
の
中
、

カ
ラ
フ
ル
、　
ユ
ニ
ー
ク
な
凧
が
ゆ
う
ゆ

う
と
泳
ぎ
、
盛
大
で
し
た
。
こ
ど
も
た

ち
ば
か
り
で
な
く
、
大
人
た
ち
の
喜
々

と
し
た
目
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、

後
日
、
九
州
凧
の
会
の
方
々
と
会
合
を

持
ち
、
開
催
方
法
な
ど
の
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

二
年
度
活
動
計
画

☆
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
開
催

☆
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

☆
親
子
凧
上
げ
大
会
の
開
催

☆
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
協
賛

・ ・■ょ(″4えに、
"L・
_ti

A

ｄ
■
目
嘲
ョ
ー



京都・行橋地区の青少年非行の概要
一非行防止はみんなの力で一

行橋警察署が平成元年度に取り扱った問題少年数は下表のとおりです。

昨年、一昨年に比較して、薬物乱用者の数が、著しく増加しています。

また、特徴的な傾向は、依然として中学生の非行が目立っていることです。

□ 年 度 別

□ 居 住 地 域

注 :(   )内 は女子 を内数で示す。
□ 年 齢 別

構成比

30%

20%

10%

年

年

６３

　

元
□
囮

行為

年別

喫
煙
深夜
徘徊

息

学
不良
交友
走
為
暴
行
薬物
乱用
不健全
娯楽

飲

酒
その
他

計

62年 611 594 122 28 44 66 61 19 83 1,578

63年 621 509 124 20 50 18 55 22 35 1,454

元年 693 509 99 32 21 52 52 27 39 1,524

行為

地域

喫
煙
深夜
徘徊

息
学
不良
交友
暴走
行為
薬物
乱用
不健全
娯楽

飲
酒
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＼、年目

年別
｀
＼
10歳

以下

ｎ

歳
１２
歳
１３
歳
１４
歳
15

歳
１６
歳
17

歳
１８
歳 計

32 4363年

(4.5%)

8

15%) 117■ %:

30

(125%|

22 13

(7.4%) (6お %)

12 8

(45%)

176

元年
(22%)

２

磁 (6.6%)

22

(12%) (29%)

42

(23%) (87%)

16

(7.1%)

13 15

(8.2%)

4

(22%)

183

非
行
防
止
へ

地
道
な
補
導
活
動

補
導
環
境
部
会

★
ビ
デ
オ
店
な
ど
に
要
望
書

世
間
に
シ
ョ
ッ
タ
を
与
え
た
カ
ラ
オ

ケ
ボ

ッ
ク
ス
で
の
密
室
事
件
。
そ
し
て

幼
女
誘
拐
殺
人
事
件
に
大
き
な
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
た
と

い
わ
れ
る
、
青
少
年
に

多
大

の
残
虐
性
、
性
的
感
情
を
刺
激
す

る
と
さ
れ
る
ビ
デ
オ
。
こ
れ
ら
の
事
件

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
ヵ
ラ
オ
ケ

ボ

ッ
ク
ス
店
と
ビ
デ
オ
レ
ン
タ
ル
店
に

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

二
年
度
活
動
計
画

☆
定
期
的
夜
間
補
導

☆
各
種
行
事
時
の
補
導
活
動

☆
危
険
地
区
パ
ト
ロ
ー
ル

☆
万
引
き
防
止
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成

☆
巡
回
補
導

定
期
的

（毎
月
第
二
水
曜
日
）
に
空

家
、
公
園
な
ど
を
夜
間
補
導
し
ま
し
た
。

ま
た
、
神
幸
祭
、
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
の

行
事
の
際
に
も
補
導
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

7月・8月 は、非行の多発期間です

毎年、夏休みに入る、7月 、8月 は、非
行が最も多く発生する時期です。時間的余
裕による解放感が原因であると思われます
が、はんたいに、家庭で子どもとふれあう
チャンスともなります。
家庭でのふれあいを大切にし、やさしく
見守ってあげましょう。
この時期、町民会議では、補導環境部会
を中心に積極的に非行防止をめざし、環境
浄化活動、補導活動にとりくみます。
空家、公園、海岸などを、ユニークな提
灯を持ってパ トロールしています。皆さん
よろしくご協力お願いします。

７
月
１７
日
に

家
庭
教
育
講
演
会

家
庭
部
会

会
員
の
研
修
で

指
導
技
術
向
上
を

生
徒
指
導
研
修
部
会

★

「家
庭
の
日
」
啓
発
チ
ラ
シ
の
発
行

夏
休
み
の
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
を

図
る
た
め
、

「家
庭
の
日
」
（毎
月
第
二

日
曜
日
）
推
進
チ
ラ
シ
を
全
戸
に
配
布

し
ま
し
た
。

二
年
度
活
動
計
画

☆
家
庭
教
育
講
演
会
の
開
催

☆
あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進
、
充
実

☆
「家
庭
の
日
」
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行

今
年
度
新
た
に
発
足
し
た
部
会
で
す
。

生
徒
指
導
に
関
し
て
、
会
員
の
研
修
に

よ
る
指
導
技
術
の
向
上
を
努
め
ま
す
。

本
年
度
よ
り
町
内
小
中
学
校
生
徒
指

導
研
修
会
が
本
会
議
の
生
徒
指
導
研
修

部
会
と
し
て
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
学
校
と
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連

携
を
と
り
な
が
ら
青
少
年
の
健
全
育
成

に
取
り
組
も
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

部会長

森 正美さん

お子さんとa
コミュニケーショレ
うまくいってますかP
家 庭 教 育 講 演 会

家庭での豊かな親子のふれあいは、青少年のすこやかな成

長の源泉です。

家庭部会では、健全な家庭づくりを積極的に推進します。
●と き 平成2年7月 17日ω 午後7時より
●ところ 苅[BE〕総合福祉会館

(苅田町大字尾倉3315番地●43■2350)
●講 師 豊 永 せつこ先生 保育所「のぞみ愛児園」園長

第一保育短期大学講師 福岡県立看護学校講師
●演一題 「子どもと紡ぐ赤いtヽと」
●入場料 無料
※6時20分からは「バス停の座布団」という映画も上映し
ます。

ユニークで楽しい講演会です。皆さん

そ3つておこしくださιl。

７

月

で
す

次
代
を
担
，
青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
こ
と
は
、
国
民
的
な
課
題
で
す
。

少
年
非
行
は
昭
和
５８
年
を
ピ
ー
ク
に
、
，依
然
と
し
て
高
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、

万
引
等
初
発
型
非
行
の
多
発
、
女
子
非
行
の
増
大
、
無
職
少
年
に
よ
る
凶
悪
、
粗

暴
な
事
件
の
発
生
、
暴
走
族
に
よ
る
暴
走
行
為
の
頻
発
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
の
悪
化
な
ど
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
７
月
を

「青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
全
国
強
調
月
間
」
に
定
め

関
係
機
関
、
関
係
団
体
、
地
域
住
民
等
が
非
行
に
対
す
る
共
通
の
理
解
と
認
識
を

深
め
、
非
行
防
止
の
た
め
の
諸
施
策
及
び
活
動
を
有
機
的
な
連
携
の
下
に
集
中
的

に
実
施
し
、
非
行
防
止
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
福
岡
県
で
は
「青
少
年
健
全
育
成
条
例
」

が
新
し
く
ス
タ
ー
ト

福
岡
県
で
も
、
昭
和
３１
年
に
制
定
さ
れ
た

「福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
」

を
全
面
見
直
し
を
は
か
り

「福
岡
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
」
と
し
て
、
強
調
月

間
に
合
わ
せ
た
７
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

条
例
改
正
の
主
な
点
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

①
青
少
年
の
健
全
育
成
の
責
務
は
、
行
政
あ
る
い
は
保
護
者
だ
け
で
な
く
県
民

す
べ
て
に
あ
る
こ
と
。
特
に
県
内
で
営
業
さ
れ
て
い
る
方
々
に
つ
い
て
も
明

．記
し
、
そ
の
た
め
の
自
主
努
力
を
求
め
て
い
る
こ
と
。

②
青
少
年
の
範
囲
を
１８
歳
未
満
と
し
て
、
旧
来
の
小
学
校
入
学
の
始
期
と
い
う

下
限
を
と
り
払
っ
た
こ
と
。

③
深
夜
興
行
場
等
へ
の
入
場
の
制
限
条
項
を
新
設
し
、
深
夜

（午
後
１１
時
か
ら

翌
日
の
午
前
４
時
ま
で
）
青
少
年
を
興
行
場
や
規
則
に
定
め
る
遊
技
場

（ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
を
指
定
）
に
入
場
さ

せ
て
は
な
ら
な
い

（罰
則
つ
き
）
こ
と
。

以
上
の
よ
う
に
新
条
例
の
め
ざ
す
も
の
は
、
県
民
参
加
に
よ
る
青
少
年
健
全
育

成
の
基
礎
づ
く
り
で
す
。

■
み
な
さ
ん
の
声
　
お
寄
せ
く
だ
さ
い

町
民
会
議
だ
よ
り

「す
こ
や
か
」
第
２
号
を
発
行
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で

「す
こ
や
か
」
と
い
う
紙
名
は
い
か
が
で
す
か
？

「す
こ
や
か
」
（健
や
か
）
の
意
味
を
辞
典
で
調
べ
て
み
ま
す
と
、
「か
ら
だ
が
達

者
な
さ
ま
。
健
康
崚

「
心
が
強
く
正
し
い
さ
ま
。
健
全
崚
と
い
う
よ
う
に
載

っ
て

い
ま
す
。
ま
さ
に
心
身
共
に
健
康
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
、
も

っ
と
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
あ
た
た
か
み
、
や
わ
ら
か
み
と
い
っ
た
感
じ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
せ
ん
か
。

青
少
年
の
の
び
の
び
と
し
た
成
長
を
願
う
町
民
会
議
の
広
報
紙
名
に
は
、
ま
さ

に
ピ
ッ
タ
リ
。
名
付
け
親
の
塙
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
る
し
だ
い
で
す
。

「す
こ
や
か
」
は
、
町
民
会
議
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
や
催
し
な
ど
を
広
く
町
民

の
み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
、
ご
案
内
す
る
の
が
目
的
で
す
が
、
ま
た
、
み
な
さ
ん
か

ら
の
情
報
や
意
見
を
取
り
入
れ
た
、
「
み
な
さ
ん
の
広
報
紙
」
で
も
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
声
を
お
よ
せ
下
さ
い
。

年
３
日
程
度
の
発
行
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の

声
を
反
映
し
た
、

「
み
な
さ
ん
が
つ
く
る
、
み

な
さ
ん
の
た
め
の
広
報
紙
」
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
を
非
行
か
ら

ま
も
る
全
国
強
調
月

ぼ
″

ぐf‐ ■

薔

１９
歳
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